
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平 高 新 聞 
第９号 

発行：長崎県立平戸高等学校学務部 

令和５年１２月 2２日 

  

 

校 長 室 か ら 

『クレイジー・フォー・ユー』 校長  峰   薫 

先日、「長崎市で劇団四季のミュージカル『ク

レイジー・フォー・ユー』が上演された」という

新聞記事を読みました。典型的なボーイ ミーツ 

ガール型のラブコメディーで、アメリカの音楽家

ガーシュウィンの音楽にのせて、軽快に物語が展

開していく、とても盛り上がる演目です。 

 ３０年ほど前、私も福岡で劇団四季の『クレイ

ジー・フォー・ユー』を観ました。しかし、感動

したとまでは言えませんでした。それは、その１

年前、誘われて、ロンドンで『クレイジー・フォ

ー・ユー』を観ていたからだと思います。英語は

全く聞き取ることができず、１０歳ぐらいの少年

が声を上げて笑っているのに、私には笑いのツボ

がわかりません。イギリスの俳優さんの衣装や動

きを見て、対立しているのだとか、ハッピーエン

ドだとかは、なんとなくわかるのですが・・・。

イギリスの俳優さんの驚くべき歌のうまさは感

じることができるのに、英語が理解できなくて楽

しめないという残念な体験でした。 

１年後の劇団四季の舞台は、私にとって答え合

わせのようなもので、こんなやり取りをしていた

のだとか、ここで笑っていたのかとか考えながら

観ていました。同時に、英語を聞き取ることがで

きていればと、せっかくロンドンでミュージカル

を観たのにと後悔もしました。 

どこかに、この感情がくすぶっていて、１０年後

に、英語のリスニングに特化したレッスンに通う

ことにしました。英語ネイティブの方が読み上げ

る世界のニュースを聞いて、単語や構文、日本語

訳を学んでいくというレッスンです。週に１回で

も、継続していると少しは聞くことができるよう

になるので不思議なものです。ただ、このレッス

ンも長くは続きませんでした。仕事の忙しさや、

後から通い始めた高校生に簡単に追い抜かれて

モチベーションが下がったことを言い訳に、辞め

てしまいました。 

同じ頃、同僚の先生が、宿題プリントのタイト

ルに『クレイジー』という語を使っていることに

気づきました。いい印象のない語だったのです

が、そういえば『クレイジー・フォー・ユー』の

邦題は、『あなたに夢中』だから、ポジティブな

意味でも使えるのだと思い返しました。 

体験によって人生が変わったという人もいま

す。継続性のない私は、変わったとまでは言えま

せんが、体験が何かに結びついて、何かを理解し

たとき、人生が豊かになるとは断言できます。平

高生の皆さんには、意味がないとか、関係なさそ

うとか切り捨ててしまわず、まずは体験してみる

ことをおすすめします。 

１２月１８日（月）諫早文化会館で、第１３回生徒課題研究研修会が行われました。発表者として３年生の

田中さん、塚本さん、松元さんの３名が参加して海岸の漂着ゴミに関する課題研究の成果を披露し、優良賞

を受賞しました。また、２年生の小楠さん、﨑村さん、新吉屋さん、藤澤さん、栁原さんの５名が現地で観覧

しました。 

生 徒 課 題 研 究 研 修 会 



 

１ 月 の 主 な 行 事 予 定 

０９日（火）３学期始業式、基礎力診断テスト（１２年） 

１３日（土）大学入試共通テスト（～１４日） 

１４日（日）全商情報処理検定 

１６日（火）人生の達人セミナー 

１８日（木）学年末考査時間割発表（３年） 

２１日（日）全商情報処理検定 

２４日（水）ジョブガイダンス（１年） 

２５日（木）学年末考査（～３０日）（３年） 

２８日（日）全商簿記実務検定 

総 合 学 科 交 流 授 業 

 
フラワーアレンジメント講座 

１２月８日（木）、２年福祉系列の生徒を対象

に、「フラワーアレンジメント講座」が実施され

ました。タブレット端末を利用した遠隔授業の

形式で、大村城南高等学校の金子琢磨先生のご

指導で、苦労しながらも楽しくクリスマスアレ

ンジに挑戦しました。 

プログラミング・ドローン講座 

１２月９日（金）、１年生を対象に、「プログ

ラミング ・ドローン講座」が実施されました。講

師を務めてくださったのは、長崎鶴洋高等学校

の浦上一也先生です。実際にドローンの操作も

行い、上空から撮影もしました。 

１２月１２日（火）から１６日（土）の４泊５日

で２年生の修学旅行が実施されました。天候にも

恵まれ、平戸とは異なる気候、文化、産業など他県

の雰囲気を楽しんできました。生徒感想文の一部

を紹介します。 

◇大阪造幣局では、私はそこに行くまでお札を作

っていると思っていたけど、実はお札と硬貨では

作る場所が違いました。人と防災未来センターで

は、実際に建物だったり、映像を見たりして自然

災害の怖さを知ることができました。 

◇今までで一番長い、外泊と集団生活で、ルール

やマナーを守り配慮を忘れない大切さを学んだ。

家とは違い完全なプライベートはほとんどなかっ

たので最初は不安だったけれど、実際はそこまで

ストレスなく、日を重ねるごとに自然と配慮でき

るようになっていた。 
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